
活動団体名：コラコラ（Coral Collabo）

活動地域 ：八重山諸島

活動におけるテーマ

『島全体がつながりあう“巡る島”』

本事業への関わり：2年目

令和5年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 配布資料



活動団体と地域の紹介
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私たちコラコラ（Coral Collabo)は石垣島を拠点に活動する今年設
立5年目となる任意団体です。

八重山のかけがえのない自然を守るために、八重山地域の自然に優
しいローカル認証を作り、その認証事業者を増やすことが、サンゴ礁
海域の衰退を止めることにつながると考えました。さらに、サンゴに
ついて知ることをキッカケにして自然環境全般に意識を向けてもらい、
私たち自身が暮らしを見直してみることが大切だと考えています。

2019年から始まった勉強会でサンゴに優しい取組みのアイディアを
出し合って、農業と飲食業におけるガイドラインが出来上がり、参加
型ローカル認証制度としてスタート。現在では宿泊業のガイドライン
も完成し、認証事業者が17組誕生しています。
今後もさらに他の業種へとガイドラインを広げて

いくために活動を続けています。

使わない
 ① 合成洗剤を使わない
 ② 脱プラスティック
 ③ 化学調味料を使わない

環境を考える
④ 取り組みの表示
⑤ 油を排水溝に流さない
⑥ 生ごみコンポストの設置

食べ物を考える
 ⑦ 八重山食材100％の
      メニューをひとつ作る
 ⑧ 八重山食材50％以上使用
 ⑨ フードロスゼロを目指す

使わない
① 除草剤を使わない
② 農薬を使わない
③ 化学肥料を使わない

環境を考える
 ④ 畑の周りの排水溝の掃除

 ⑤ 自然に還る資材を選ぶ
 ⑥ 赤土流亡を防ぐために

  グリーンベルトを植える

生き物を考える
⑦ 島にある有機物を使った
     土作り
 ⑧ 畑の植物の名前が分かる
 ⑨ 畑に棒が１ｍ以上刺さる農

飲食

宿
暮らしを考える
⑦ 取り組みの表示
⑧ マイバック、マイボトル
     持参のお願い
⑨ 自然と共にある暮らしを提案

環境を考える
④ 省エネ・節水
⑤ 生ごみコンポストの設置
⑥ 合併浄化槽の設置もしくは
    下水道への接続

使わない
 ① 使い捨てアメニティを提供しない

 ② 合成洗剤を使わない
 ③ 化学繊維製品を使わない



地域のありたい未来

ゴミはゴミにならずに資源として循環し、人的な資源も循環することで、
島全体がつながりあう「巡る島」
「人々の充足感」と「自然環境の再生」が両立する社会が、私たちの目指す地域の姿

課題（地域の課題、ありたい未来を達成するための障害、等）

八重山の大切なサンゴの海が、50 年前よりも大きく衰退。地球温暖化のみでなく陸域での人間
活動が大きな原因になっている。島で循環せずにごみとして処理されるものによる環境負荷も大
きな問題。

資源（ヒト、モノ、資金、情報、等）※地域内、外も含む

豊かな自然環境、独特の文化芸能、すでに活動している団体、使われていない施設、亜熱
帯の気候、繁殖力旺盛な草木

取組（ありたい未来達成に必要な取組、現在想定している事業のタネ、等）

■ローカル経済事業（コラコラ認証の推進、排水浄化の取り組み、石垣型林業の構築）
■資源循環事業（コンポスト普及・提案、MMO（マイボトルで水おかわり）、プラスチック用品の削
減、不用品を資源として循環、海洋プラごみアップサイクル、古い建物の修繕・マッチング）
■市民啓発事業（コミュニティでの助け合い、給食のオーガニック化、市民学校（生涯学習施設））

成果（取組によって出したい成果）

ローカル経済事業、資源循環事業、市民啓発事業、これら三つの事業の取り組みが連携することで、環
境的に持続可能で、社会的につながりあい、精神的にも充足した地域環境が実現することを期待。
人と地域がつながり、それにより人々の生活がより豊かで満たされたものになり、物や金銭にとらわれ
ず、共有することで豊かになれる社会を目指す。また、環境に配慮した事業に経済が巡ることで、人々
の意識の転換と、自然の再生、健全な循環が生まれる事を待する。

地域の「ありたい未来」を実現するために何をするか



現時点の地域版マンダラ

環境保全
への想い
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ゴミはゴミにならずに資源として循環し、人的な資源も循
環することで、島全体がつながりあう「巡る島」

「人々の充足感」と「自然環境の再生」が両立する
社会が、私たちの目指す地域の姿

コアチーム

すでにまき込んでいる

すでに声を掛けている

地域課題

地域資源

取り組み

取組成果

担い手

連携

今後期待される連携

排水によ
る海洋へ
の汚染

農作物の
規格・廃棄

廃棄される
食品容器資材

通年豊富な
草木資源

葉っぱによる
代替品

土に還る
容器資材

食品廃棄なくす
自然農の普及地域資源

廃棄される
赤瓦

浄化槽＋バイ
オジオフィル
ターの組合せ

排水浄化

葉っぱ
包装

TT
石垣島

脱炭素 亜熱帯気候で
分解が早い

コンポスト

CO2削減

キエーロ

サンゴの衰退や
島の自然破壊

コラコラ認証

サンゴに優し
い経済循環

認証
事業者
（飲食）

認証
事業者
（農）

島外から
の物流

大量廃棄物

人と人の
コミュニケーシ

ョン

大ぶつ市

必要なもの
が循環し
ごみが減る

大ぶ
つ市

大量廃棄される
ペットボトル

人々の意識

マイボトル/給水所
缶への切り替え

ペットボトル
削減

MMO

認証
事業者
（飲食）

葉っぱ
包装

TT
石垣島

大里
売店

堆肥
センター

市こども
家庭課

しあわせ
さまさま

NPO
夏花

耕種
農家

畜産
農家

石垣
マルシェ

SII

西表島

竹富島

市企画
政策課

市農政
経済課

地域の
金融
機関

NPO
石西
礁湖

与那国
町

かね
ひで

琉球
イオン

わくわく
サンゴ
石垣島

サンエ
ー

ユーグ

レナ㈱

たんぼ
部

市
クリーン
センター

最終
処分場

飲食
店

自動
販売機
事業者

メタン
発酵
装置

コラ
コラ

一般
家庭
（使用
中）

竹富町

田畑活用の
食育教育たんぼ

部

高校生
制服リ
サイク
ル

石垣市
青空市

石垣市
環境課

PCCY

地域お
こし協
力隊

企業系
ホテル

認証事

業者
（宿泊）

コラ
コラ

認証事

業者
（宿泊）
認証
事業者
（農）大ぶ

つ市MMO

こども
センター

キエーロ
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活動計画（概要）①

八重山の大切なサンゴの海が、50 
年前よりも大きく衰退。地球温暖化
のみでなく陸域での人間活動が大き
な原因になっている。島で循環せず
にごみとして処理されるものによる
環境負荷も大きな問題。

環境整備を通して構築する“地域プラットフォーム” のイメージ（体制、機能、規模感、等）
プラットフォームの中心を担うコラコラのメンバーが、活動を持続可能にするため、関係性も働き方も
あり方も持続可能であることを望んでいる。将来的な団体像として、”一人一人が自分たちのルールや
仕組みを理解して独自に工夫し、意思決定していく”『ティール組織』の体制と、”メンバーやステーク
ホルダーがみんなで出資し、経営に参加、民主的に事業を運営し、責任を分かち合う”『ワーカーズコ
ープ』の体制を併せ持つ事をイメージしている。そして、コラコラを通して、ローカル経済事業、資源
循環事業、市民啓発事業の3つの取り組みが連携することで、環境的に持続可能で、社会的につながり
あい、精神的にも充足した地域環境が実現することを期待する。人と地域がつながり、それにより人々
の生活がより豊かで満たされたものになり、物や金銭ではなく、共有することで豊かになれる社会が実
現することを目指す。また、環境に配慮した事業にお金が巡ることで、人々の意識の転換と、自然の再
生、健全な循環が生まれる事が期待される。

ゴミはゴミにならずに資源として循
環し、人的な資源も循環することで、
島全体がつながりあう「巡る島」
「人々の充足感」と「自然環境の再
生」が両立する社会が、私たちの目
指す地域の姿

地域プラットフォームを形成して
解決したい地域の課題

地域のありたい未来

想定している資源（ヒト、モノ、資金、情報、等）※地域内、外も含む

豊かな自然環境、独特の文化芸能、すでに活動している団体、
使われていない施設、亜熱帯の気候、繁殖力旺盛な草木
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活動計画（概要）②

事業のタネ
■ローカル経済事業
★コラコラ認証の推進（参加型ローカル認証）、
☆排水浄化の取り組み、
・石垣型林業の構築

■資源循環事業
★石垣島キエーロプロジェクト（コンポスト普及・提案）、
★MMO（マイボトルで水おかわり）、
☆葉っぱ包装（プラスチック用品の削減）、
★大☆ぶつぶつ市（不用品を資源として循環）、
・海洋プラごみアップサイクル、
・古い建物の修繕・マッチング

■市民啓発事業
・コミュニティでの助け合い、
☆給食のオーガニック化、
☆市民学校（最終処分場の見学＋WSのプログラムなど）

★はR4年度からの継続、☆は今年度新たに着手したい取組み。
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目指す“地域プラットフォーム”のイメージ

・企業系ホテル
・商工会
・小売店やスーパー
・最終処分場（石垣市）

2023年3月 1年後の地域プラットフォームのイメージ

・マンパワー
・連携構築
・時間

←新たに加わってほしいSH

←想定している課題・阻害要因

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ

MMO

わくわく
サンゴ
石垣島

PCCY

地域お
こし協
力隊

新業種
ガイドライン

WT

しあわせ
さまさま

TT
石垣島

認証
事業者
（農）

認証
事業者
（飲食）

認証事
業者

（宿泊）

消費者

たんぼ
部大ぶつ

市

子ども
食堂

学校
給食

保育
所こども

センター

石垣市
環境課

葉っぱ
包装

大里売
店

竹富島
財団

キエ
ーロ

コラ
コラ

石垣
市

竹富町

最終処分場

小売店や
スーパー

商工会

企業系ホテル

NPO
石西
礁湖

農林
高校

小中
学校
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4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

事業全体の予定

コラコラ
・

認証事業

部活動

協定締結（活動予算執行開始）

◆キックオフ ◆成果報告会

◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール

ステークホルダーミーティング

中間共有会

共生圏フォーラム

◆総会

◆先進地視察

◆マルシェ

◆先進地視察

認証事業者勧誘

大☆ぶつ市

新業種ガイドライン検討

海プラSH会議

◆田んぼ部稲刈り田んぼ部活動 食育活動など

葉っぱ包装活動

排水浄化・北部振興

◆事業化に関する会議

◆勉強会（市民学校）

認証事業者ワークショップ

◆勉強会（市民学校）
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